
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
主
流
化
と
対
話
の
深
化

　

環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
非
財
務
要
素
に

着
目
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化
が

進
ん
で
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
非
財
務
的
な
価
値
に

着
目
す
る
の
は
、
長
期
投
資
の
前
提
と
し
て
、
投
資

対
象
と
な
る
企
業
の
稼
ぐ
力
と
こ
れ
を
支
え
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
か
を
見

極
め
る
た
め
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
が
２
０
１
７
年

に
取
り
ま
と
め
た
「
価
値
協
創
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
注
１
）」
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
側
も
、
成
長
戦
略
を
社
会

課
題
の
解
決
と
同
期
さ
せ
る
形
で
提
示
す
る
な
ど
、

近
時
、
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
形
で
情
報
開
示
を

充
実
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
の
成
果
が
、
Ｇ
20
の

要
請
を
受
け
て
金
融
安
定
化
理
事
会（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
注
２
））に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
た
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
の
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
）へ
の
対
応
で
あ
る
。

現
在
、
我
が
国
は
世
界
最
大
の
賛
同
企
業
数
を
誇
り
、

２
８
４（
２
０
２
０
年
９
月
２８
日
時
点
）団
体
が
参
加

す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
注
３
）の
も
と
、
情
報
開
示
や
利
用

に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
作
成
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の 日

本
政
策
投
資
銀
行
執
行
役
員
産
業
調
査
本
部
副
本
部
長

竹たけが
は
らケ
原 

啓けいす
け介

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
取
り
組
み
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
一
連
の
取
り
組
み
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

サ
ミ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
国
際
的
に
も
発
信
さ
れ
て
い

る（
注
４
）。
今
回
の
主
題
で
あ
る
建
設
的
な
対
話
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
好
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
展
望

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
す
る
経
済
・
社
会
の

変
化
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
重

視
の
ト
レ
ン
ド
に
変
化
は
あ
る
ま
い
。
む
ろ
ん
、
ワ

ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
普
及
す
る
ま
で
の
「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
期
」
の
長
さ
次
第
で
将
来
の
展
望
は
大
き
く
変

わ
り
、
実
体
経
済
へ
の
影
響
は
一
様
で
は
な
い
。
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
代
表
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
修
正
」と「
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
」
だ

け
取
り
出
し
て
も
、
前
者
が
貿
易
の
減
少
等
に
よ
り

生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
情
報
化

投
資
を
通
じ
て
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
最

終
的
に
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
の
見
解
は
分
か
れ
る
。

確
実
に
言
え
る
の
は
、
将
来
の
不
確
実
性
が
高
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
将
来
の
不
確
実

性
が
高
ま
れ
ば
、
目
利
き
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
役
割
は
自
ず
と
大
き
く
な
る
。

　

留
意
す
べ
き
は
、
今
回
の
感
染
爆
発
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

評
価
軸
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
欧
州
の
グ
リ
ー
ン

リ
カ
バ
リ
ー
を
巡
る
議
論
に
象
徴
的
な
よ
う
に
、
将

来
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
環
境（
Ｅ
）が
引
き
続
き

中
心
課
題
に
留
ま
る
一
方
、
今
回
改
め
て
注
目
さ
れ

た
「
雇
用
基
盤
」
と
し
て
の
企
業
の
役
割
や
、
新
た

な
労
働
安
全
衛
生
対
策
な
ど
、
社
会（
Ｓ
）の
比
重
が

大
き
く
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
資
本
主
義
の
も
と
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

も
含
め
、
今
後
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
評
価
軸
に
関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
は
、「
グ
リ

ー
ン
か
ブ
ラ
ウ
ン
か
」
と
い
っ
た
単
純
な
二
項
対
立

で
は
な
く
、
ブ
ラ
ウ
ン
か
ら
グ
リ
ー
ン
へ
転
換
す
る

プ
ロ
セ
ス（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）を
正
し
く
評
価
す
る

た
め
の
透
明
性
の
あ
る
判
断
軸
を
確
立
す
る
こ
と
や
、

今
後
期
待
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
織
り
込
み
、

急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
両
面
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
把
握
な
ど
、
数
多
く
の

持
続
可
能
な
社
会
へ
変
革
を
図
る
投
融
資
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テ
ー
マ
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
に
着
目
し
た

金
融
の
役
割
、
産
業
界
と
の
建
設
的
な
対
話
の
重
要

性
は
、
今
後
一
層
高
ま
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

か
ら
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
「Society 5.0

挑

戦
投
資
制
度
」が
あ
る
（
注
７
）。こ
れ
は
、社
会
課
題
の
解
決

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
見
込
め
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
業
化
に
向
け
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
見
通
し
が

不
透
明
で
あ
り
、
従
来
の
価
値
観
で
は
捉
え
に
く
い

活
動
に
対
し
て
投
資
を
行
う
新
た
な
枠
組
み
で
あ
り
、

名
称
の
示
す
通
り
、
新
た
な
価
値
観
で
新
産
業
創
造

を
目
指
し
、Society 5.0

に
象
徴
さ
れ
る
持
続
可
能

な
社
会
作
り
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
い
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
か
ら
非
財
務
的
な
価
値
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て

深
い
対
話
プ
ロ
セ
ス
が
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
建
設
的
な
対
話
を
伴
う
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
展
開
す
る
に
は
、
こ
れ
を
支
え
る
経
営
資
源
の
形

成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
健
在
な
財
務
資
本
は
も
と
よ

り
、
長
期
的
な
価
値
創
造
に
寄
与
す
る
人
的
資
本
、

関
係
資
本
、
知
的
資
本
な
ど
非
財
務
資
本
を
充
実
さ

せ
、
統
合
的
に
そ
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
取
り
組
み

　

日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）は
、
そ
の
前
身
で

あ
る
政
策
金
融
機
関
の
時
代
か
ら
長
き
に
わ
た
り
、

様
々
な
社
会
課
題
に
対
峙
し
、
そ
の
変
遷
に
合
わ
せ

て
自
ら
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
適
切
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
間
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
実
現
と
そ
の
時
々
の
危
機
へ
の
対
応
の
両
面

か
ら
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
・
対

話
を
通
し
て
構
築
さ
れ
て
き
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
（
注
５
）」
が
あ
る
。
当
行
で
は
、
こ

れ
を
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
投
融
資

一
体
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
機

能
な
ど
を
活
か
し
た
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
基

づ
く
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
経
済
価
値
と
社
会
価
値

の
両
立
を
目
指
す
経
営
と
定
義
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

金
融
が
目
指
す
方
向
性
と
親
和
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
当
行
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
に

通
底
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
特
に
顕
著
に
反
映
さ
れ

て
い
る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
評

価
認
証
型
融
資
」
で
あ
る
（
注
６
）。
こ
れ
は
、
当
行
が
独
自

に
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
に
よ
り
、
企

業
の
非
財
務
情
報
を
評
価
し
、
融
資
条
件
に
反
映
す

る
も
の
で
、
２
０
０
４
年
に
世
界
で
初
め
て
「
環
境

格
付
融
資
」
を
開
始
し
て
以
来
、
Ｂ
Ｃ
Ｍ（
事
業
継

続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、
健
康
経
営
等
へ
と
対
象
を
拡

充
し
な
が
ら
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
直
接
対
話
を
重
視
し
た
評

価
プ
ロ
セ
ス
に
あ
り
、
評
価
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
や
経
営
ト
ッ
プ
同
士
の
意
見
交
換
な
ど
多
層
的
な

対
話
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
２
０
２
０
年
度

（
注
１
） �https://w

w
w
.m
eti.go.jp/policy/econom

y/keiei_
innovation/kigyoukaikei/ESGguidance.htm

l

（
注
２
） �

金
融
安
定
理
事
会
：Financial�Stability�Board�

�

規
制
や
監
視
を
通
じ
て
世
界
の
金
融
秩
序
の
維
持
を
目
指
す
Ｇ

20
首
脳
会
議
傘
下
の
国
際
組
織
。
主
要
25
カ
国
・
地
域
の
中
央

銀
行
、
金
融
監
督
当
局
、
財
務
省
、
主
要
な
基
準
策
定
主
体
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）、
世
界
銀
行
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済

銀
行
）、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）等
の
代
表
が
参
加

（
注
３
） https://tcfd-consortium

.jp/

（
注
４
） �https://w

w
w
.m
eti.go.jp/press/2019/10/20191010004/�

20191010004.htm
l �

（
注
５
）  https://w

w
w
.dbj.jp/sustainability/m

anagem
ent/

process.htm
l

（
注
６
）��https://w

w
w
.dbj-sustainability-rating.jp/

（
注
７
）��https://w

w
w
.dbj.jp/topics/dbj_new

s/2020/
htm
l/20200706_202678.htm

l

画面は下記画面ご参照
https://mission.visits-innovators.com/ja

図表　日本政策投資銀行 評価認証型融資の実績推移（累計）
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